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コーパス International corpus of Japanese as a second language』（以下、I-JAS）を使用した。
I-JAS は主に 12 の言語それぞれを母語とする日本語学習者の話し言葉と書き言葉のデータ
が収録されたコーパスであるが、比較コーパスとして日本語母語話者のデータも収録され
ている。I-JAS は現在も増補中で、完成すると国内外の日本語学習者 1,000 名分、日本語母
語話者 50 名分のデータが収録された大規模な学習者コーパスとなる。現在は第三次公開デ
ータにより、日本語学習者 610 名分、日本語母語話者 50 名分のデータが公開されている。
I-JAS の特徴の 1 つとして多様なタスクのデータが収録されている点が挙げられるが、本
研究では第一次および第二次公開データの日本語母語話者 50 名のストーリーテリング（以
下、ST）とロールプレイ（以下、RP）を分析に使用した。ST は 4 コマと 5 コマの 2 種類
（ST1、ST2）のコマ割漫画を見ながら、調査者に対してそのストーリーを語る独話である。
そして、RP は指定された役を提示された内容に沿って演じながら、調査者と対話するタス
クである。RP も 2 種類（RP1、RP2）あり、1 つは日本料理店の店長に週 3 日のアルバイト








こで、それらの誤解析を防ぐため、I-JAS の言語データには 9 種類のタグが付与されてお
り、『中納言』ではタグによる検索も可能である3。 
本研究では、タグの１つである T タグを分析対象の１つとした。T タグとは、自動の形態
素解析を行う上で解析の妨げとなる語中の読点や長音記号を削除したり、逆に読点がない
ため、誤解析を誘発するような箇所に読点を付与したりするための形態素解析用のタグで
ある。この T タグに加え、T タグの付与されていない読点と長音記号を分析対象とし、『I-









rate ~ age + gender + task + feature + (1|subj) 




ここで rate はとぎれや延伸の生起確率で推定する値である。age は年齢、gender は性別
























変数名   推定値 標準誤差 
年齢 1 歳ごと age 0.0004** 0.0002 
性別：男 vs 女 gender 男 0.003 0.004 
タスク:RP2 vs RP1 taskRP2 0.002 0.004 
タスク:ST1 vs RP1 taskST1 0.014*** 0.004 
タスク:ST2 vs RP1 taskST2 0.011** 0.004 
延伸 vs とぎれ feature 延伸 -0.069*** 0.003 
切片   0.056*** 0.008 
 
観測数 400事例 
Log Likelihood 766.802 









で Welch のｔ検定を行ったところ、とぎれにおいては、ST1 が t(43)=1.37, p=0.18、ST2 が
t(43)=1.23, p=0.22、RP1 が t(48)=0.04, p=0.97、RP2 が t(42)=0.25, p=0.81 であり、有意な差は
見られなかった。また、延伸においては、ST1 が t(33)=-1.03, p=0.31、ST2 が t(26)=-1.66, p=0.11、





クである ST１と ST2、RP1 と RP2 の間で有意差がないか確認した。これは同じ種類のタス
クでも、内容によって違いがないかを確認するものであった。有意水準 5％で Welch のｔ検
定を行ったところ、ST1 と ST2 におけるとぎれは t(97)=0.51, p=0.61、延伸は t(97)0.49, p=0.62
で、RP1 と RP2 におけるとぎれは t(97)=0.78 p=0.43、延伸は t(91)=0.41, p=0.68 であり、有意


























 同じ種類のタスクである ST1 と ST2、RP1 と RP2 のとぎれと延伸の頻度については、
有意な差が見らなかった。つまり、ST1 と ST2 のとぎれと延伸の頻度差は見られず、
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RP1 と RP2 のとぎれと延伸の頻度差も見られなかった。そのため、ST1 と ST2、RP1 と








































な繋がりに基づいて－I-JAS 構築に関する最終報告書（International Corpus of Japanese as 
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a Second Language）』科研費研究報告書 24251010 代表者迫田久美子 
迫田久美子・小西円・佐々木藍子・須賀和香子・細井陽子（2016）「NINJAL-多言語母語の日
本語学習者横断コーパス International Corpus of Japanese as a Second Language」『国語研









Bortfeld, H., S. D. Leon, J. E. Bloom, M. F. Schober, & S. E. Brennan (2001) 
Disfluency rates in conversation: Effects of age, relationship, topic, 
role, and gender. Language and Speech 44-2, pp.123-147. 
Lickley, Robin J. (2001) Dialogue moves and disfluency rates. In Proceedings 




コーパス検索アプリケーション『中納言』   https://chunagon.ninjal.ac.jp/ 
??????ワ?クショップ2018?????
474 2018?9?4?-5?
